







































漢代の皇后についての研究は、谷口やすよ氏や渡辺義浩氏 も がある。それ よると漢代の は皇帝とともに宗










































































































后（陳氏と「生母」 （隆慶帝貴妃（李氏であ 。 「嫡母」はともかく「生母」は子 即位前に死去している場合が多く、「嫡母」 「生母」が並び立つ例は、この二例のみである。?????　
明代においては皇帝がしばしば早くに崩御し、皇太后 上に太 太后、皇帝の祖母がいることもあった。
　
太皇太后となった人物は、 「聖母」の洪熙帝皇后張氏、 「生母」の英宗皇貴妃周氏、 「嫡母」の成化帝皇后王氏の三名
（2（








































成化・万暦年間には「嫡母」と「生母」 、弘治年間には「生母」太皇太后と「嫡母」 、正 年間には「嫡母」太皇太后




は皇太后が決定を下しているものの、こうした問題に関わった皇太后はすべて「聖母」であり、比較するのは難しい。だが「聖母」 「嫡母」 「生母」のいずれであっても、等しく皇帝の母として皇太后となる様子は 生母の地位の向上であり、生母を 后として扱おうとする唐・宋 流れを組む のと言える。　
しかしここで疑問が生じる。 「聖母」 「嫡母」は皇后経験者であるため、皇太后になるのは当然としても、 「生母」は























































皇后や妃には使われる冊封という言葉が 皇太 ・ 皇太后には使われていない理由と ては、皇太后 「冊宝を上





皇后や妃に対して行われた冊封は、広義では君臣の間柄と規定できる。しかし皇太后に対し 皇 が 上尊 「北










































尊ばれ、上位にあったためと考えられる。それは、生母が皇太后になる際に母妃などと表記され、皇后と区別をつけている点からも窺えよう。それが太皇太后になると、 「嫡母」 「生母」に関らず尊号が贈られているが、これはより上位にある人に贈るという、皇太后と同じ理屈が使われたので ないだろうか。　



































































： 「嫡母」陳氏、 方 杜
隆慶帝（昭陵（
： 「嫡母」李氏、 陳 李氏
万暦帝（定陵（
： 「嫡母」王氏、 生 王
泰昌帝（慶陵（



































いずれにせよ陵墓へ 合葬は、 「聖母」はともかくとして、 「嫡母」や元配といった、嫡妻を重んじてい 一方で、
「生母」のために一帝一后の原則を破ることになったのである。 「生母」が皇后やそれに相当する正室とともに、陵に合葬されることは「生母」が「嫡母」と もに皇 の母として 同列の待遇となった表れであろう。　






















后という古来よりの原則の通りであった。しかし「 」 「生母」が登場することで、や り変化が現れる。　
最初にこの問題に直面したのは、弘治帝である。 「生母」紀氏 即位当時 すでに亡くなって た 死去当時は淑
































る。これは、皇帝の嫡妻として権威を持っていた漢代とは異なり、 「嫡母」 「生母」ともに皇帝の母・祖母として区別をなくし、結果として生母の待遇を良くしていると言える。つまりは生母を先帝皇后と同列とする行為とも言えるが、その根拠は皇帝の妻から、皇帝 母に変化しているのである。　
しかしそれでも「嫡母」と「生母」では、前者が上位に立つ点は動いていない。また陵墓ではともかく、太廟や奉先
殿といった祖廟の祭祀においては、 「生 」は別廟に祀られるように、まったく入りこめない。一方で祀られる「嫡母」は、皇后を経験していない元配も含まれており、その場合は皇后であった後妻を退けて祀られている。つまり、ここでは皇帝の妻という点が重要視され いると言える。　
明代は皇帝とともに祖廟を奉じるという、漢代の皇后・皇太后の権威の根拠になったものを残しつつ、生母を皇后経
験者と同列に扱おうとする宋代までの流 を組んでいると言えよう。　
こうした皇后・ 太后にか わる問題は、皇帝がいる以上、どうして 起こってくるものである。本稿では明代のみ





















































































『皇明詔令 十二、景皇帝 正統 年十 十日奉天承運皇帝詔曰、……謹上尊 曰上聖皇太后、生母曰皇太后。同様の内容として、 『明英宗実録』巻百八十六、正統十四年十二月丙辰。
（
30（『明憲宗実録』巻三、天順八年三月甲寅。 「尊母后皇后為慈懿皇太后、母妃皇貴妃為皇太 。 」
（
3（



















『明史』巻百十三、后妃一 孝荘皇后 「英宗大漸、遺命曰、銭皇后千秋万歳後、与朕同葬。 」
（
3（
『明史』巻百十三、后妃一、孝荘皇后。 「成化四年六月 太后崩 周太 不欲后合葬」 。
（
（0（注
3（ に同じ。
（
（（
『万暦野獲編』巻三、宮闈 帝后祔葬。
（
（2（正徳帝皇后夏氏をはじめ、正徳帝には子がなかった。
（
（3（天啓帝も皇后張氏に子がなく 妃嬪との間の子も夭折している。
（
（（ 崇禎帝の陵墓は、もともと先に亡くなった貴妃田氏の墓であり、崇禎帝と皇后周氏が後になって葬られた。
（
（（
『明史』巻百十四、后妃二、孝潔皇后・廃后張氏・孝烈皇后。
（
（（ 注
（（ に同じ。
（
（（
『明史』巻百十四、后妃二 孝懿皇后・孝安皇后・孝定李太 。
（
（（ 注
（ に同じ。
（
（（
『明史』巻五十二、礼六、奉先殿。
（
（0（『明史』巻五十二、礼六、奉慈殿。
（
（（ 注
（0（に同じ。
（
（2（『明史』巻百十四、后妃 孝純劉太后。
（（（
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「嫡母」と「生母」（（（
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